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教青インターンシッブにおける PAC分析の活用
長谷川拓本弓康之
PAC分析による理科教育インターンシップの評価とその結果を活用しインターンシップのふりかえりを
行う取り組みを行った。個別事例ではあるが、 PAC分析結果を活用した振り返りから、実習へ参加した大学
院生の教員としての考え方に変容が見られた口このことより、本校と大学院が連携した取り組みの評価とし
て、 PAC分析の有効性が明らかになった。
キーワード PAC分析野外実習 教育インターンシップ
1. はじめに
筑波大学教育研究科理科教育コースの大学院生的橡
にした理科教育インターンシップ(大明涜実習科目)を
平成24 1=1三より材交の理科野外実習「総合地刺学入~11J
に参加させる取り組みを期j包している口
これまでのこの取り組みの経!験から、この取り組みは
物織を自指すづて学i涜生にとって意義のある教育インター
ンシッフOで
学i院涜生の実習でで、σの〉変容について{倒悶見別i可j事{伊例夕伊列IJに刻対.して再現
性・信頼性の高いPAC(PersonalAttitude Construct)分
析による評{L出の討託子を行ったO
1壬|三度の参加した大明涜生の変容を PAC分析で評価
すると、インターンシッフQ前後で、明らかに大宅涜生の考
え方に変化が見られ、 この教育イン夕、~戸戸-一一一-一一一一-一一白白
i的~I不拘ド均〈句〕努効j果について PAC 分析を使つて~~平刊F門{価占匝iすることが有3努効ず功] 
でで、あることが附づ分示尚カか￥つ7た丸こL0 
そこで、本今弓支は昨年度実施した同様の PAC分析を
用いて大学院生の変容を調査するとともに、大明涜生の
教育インターンシッフ.o~こ対するふりかえりのとしての
PAC分析の活用法についても検討した。
1.方法
対象
本調査では、「理科野外実習インターンシッフ。」に参加
した大明涜1年生4名を調査のるD また、事前に4名の
被調査者に対し教育事例研究として本調査を行う旨を説
明し許可を得た上で、知j包した。
連想凍!撒
「理科野外実習インターン、ンッフ。で、は、理科教員を目
指す皆さんに実際の教間服を件験してもらいたいとし、
うことから始めましt~ インターン、ンッフOを始める前(終
えた後)に、今あなたが思う、理科の教員として重要な
ことを挙げてくださし¥Jとしづ刺激文を用し 1た。
また、自由連想による連想項目数は 10f到支を目安に
挙げるように指示を行った。
手続き
以下に示す?荒れに沿って、調査を行っt~
①本テーマに関する自由連想
②連想項自問の類似、度評価(類似度評価は、土田が開
発した rpAC分析支援ツーノレj を用いた。)
③類似度距離行列によるクラスター分析(使用ソフ
ト:HALBOU Ver.7.5.1) 
④被調査者によるクラスター構造の締R
⑤{蹴IJインタビュー調査による総合的な角鞠ミ
⑥ PAC分析結果を基にした振り返り
調査時期
本インターン、ンッフは平成27年7月25から 28日に
かけて劾包したため、事時期査として 7月上旬、事後調
査として8月下旬に個別の調査を行ったG
2. PAC分析結果
PAC分析を実砲した 4名のネ蔚照査者にインターンシ
ツブ官t後に PAC分析の結果に差が表れたが、今回は被
調査者1名のみのクラスター分析の結果を示す。
インターンシッフ官有
クラスターは被調査者による角鞠ミからクラスター]か
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らクラスター4に分けられた。
クラスター1
「専門的矢隔たから「思考力」までの4項目:教員自身
の理科に関する知識・経験
クラスター2
「観察力」から「実践力jまでの3項目:教員自身の理
科に関する良時一・ 1*]1む
クラスター3
「生徒に伝える力J から「読f~~~力(多義)の 3 項目:
生徒からヲ|き出す一力
クラスター4
「計画助から「整理整頓(安全面)Jの2項目:観察・
実験時における安全への町意
。 距離
1>十
2>十i他棋ヰと糊した知識
3>十
4>十
8>十
10 >十
5>十i生碇{こ似る力
6>十 生笹の意見を引き出すこと
読解力{多劃
9>十
11>十1計画性
12 >十
整理整額(安全面
[~1 被調査者Aの実習前のデンドログラム
※左の数字は重要j頃位
インターンシップ後
クラスターは被調査者による角羽沢からクラスター1か
らクラスター5に分けられた口
クラスタ'-1
「教員自身が興味・関心を持ち続けること」から「科学
的思考(社目::iJt:Jワな見方、反証を封切ιる姿勢)与リテラシ
ー」までの4項目:教員自身の理科に関する興味・関心
クラスター2
「議論の際、生徒の意見ペコ素朴な疑問を平等に扱うことj
から「議論の際、意見を整理し、掘り下げ、生徒に考え
させることjまでの2項目:ブアシリテーターとしての
役割
104.73 
クラスター3
f専門的矢口調むから f経験値jの2項自:教員の知識・
経験
クラスター4
「専門家とのコネク、ンョンjから「専門家との連携を生
徒に還元する力」の2項目:朝交外の機関との連携
クラスター5
f工夫面」から「安全面を心イ昔、けることjの2項目:授
業実践力
。 距離 104.98 
2>すi生徒と共{二探究する心力
10>十1詰理だけでとどめておかず実標仁やってみること
科学的思考力(批判野正見方、度ilを試みる姿勢)言リテラシー
議論の際、生働意見
6>十iや素朴む疑問を平等ι
扱うζと
5>十
7>十
議誌の際、意見を整理し、情j下(1、生誕{こ考えさせること
4>十 経験撞
専門家との連j新生徒1こ還元する力
12 >十
8>十l工夫力
9>十
安全面を心部7ること
図2 被調査者Aの実習後のデンドログラム
※左の数字は重要!順位
被調査者Aに対する総斜句柏鰍
「理科野外実習インターン、ンッフ。」前後のクラスター
づ洲?結果を見ると、インターン、ンッブ布1は理科教員に必
要な能力は、教員自身の理科iこ関する知識・経験が重要
だと考えていたのに対し、インターン、ンッフ。後は教員自
身の理科に関する興味・関心が重要だと考えるようにな
ったと考えられる。また、教員自身の専門的知識につい
ての項呂の重要度が下がり、代わりに生徒理挽卒について
の項岳の重要度が上がっていた。さらに、事前調査では
無かった高等1判交と大学、!牢段!舘の連携を|亙る企画力に
ついての項臣が新たに見られた。
これらの変容は、本インターン、ンッフ。における大明涜
生の役割が、生徒の学習活動を支援するファシリテータ
ーであることや、教育実習とは異なり生徒と 24I時間接
していることで、現場の教員と近い感覚を抱くことので
きる教育インターンシッフOで、あることが要因であると考
? ?
?
?
えられる。また、本インターンシッフ。で、は大学の教授や
陣防宣告の学芸員の方々を講ß~jとして招鳴し、生徒が科学
者を身近に感じ、各学1部幾関の連携がとれていたことを
呂の当たりにすることで、教員にとって必要だと思うこ
との重要度に変化が表れたと考えられる。(残りの被調査
者に対しても、インター ン、ンッフ清I]後で、変容が見られた{))
3. PAC分析結果を基にした振り返りとその効果
事後指導において、PAC分析や個別インタビ、ュー調査
を基に、制0)司査者Aと共にインターンシッフ。を通しての
振り返りを行った口前述した通り、本インターンシッフ。
は現場の教員と近い感覚を抱くことのできる実習である
ことから、被7調査者Aは、生徒と同じ目線に立とうと意
識するようになったと考えられる。これは、クラスター
構造が、インターン、ンッフ前で、は、教師自身のスキルに
ついてだ、ったところ、インターンシッフ。後で、は、クラス
ター2でファシリテーターとして生徒理解を重要と捉え
ていることカ￥らも{可える。
この変容については、被調査者A自身が実習後から感
じており、字詰是|生・信頼性の高い PAC分析カ瓦ら裏付け
られたことも、自身の目1:同一教員像を明確にすることを
促進したようである。PAC分析結果を基に振り返りを行
うことで、自己の変容が具体化され、捉えやすくなると
考えられる。
4.おわりに
これまで、に行ったPAC分析を用いる際の課題として、
自由連想による連想頃自をある位度制限するなど被誠査
者に対寸一る指示を行わないと、被調査者による類似支評
価やクラスター構造の拘杯穴に時I~\Jがかかり、インターン
シッフ羽後のクラスターの比較による相周奇査者自身の変
容の角続財玲易堆になるといったことが挙げられていた。
そこで、本研究では自由連想による連想項自数は 10程
度を目安に挙げるように指示を行ったことにより、比較
的円滑に調査が進んに
PAC分析における類似度評価は第三者による客観的
な判断が介在しないため、被調査者自身の主観のみで評
価を行うことができる。その PAC分析を教育インター
ンシッフ。に参加する大明涜生に対して用いることは、自
己の物5ri観を改めて関い直すと同時に、 !I彩|ミ教員を志望
する大朝涜生の教員としての資質を向上させる契機とな
ることが期待される。
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